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町　民　の　皆　様　の　健　康　と　安　全　に　奉　仕　す　る

国　民　健　康　保　険

　町　立　和　寒　病　院
外科・内科・リハビリテーション科・麻酔科・（消化器科・循環器科）

                            

身体の異常や、健康に関しての心配事は、真っ先にご相談ください。

◎副院長 内科医師　 越  智  勝  治  先生４月３日から診療
お ち まさ はる

―　自　己　紹　介　－
　和寒町の皆さまはじめまして、４月から小芝副院長の後任として着任します

 越  智  勝  治 です。出身は九州の熊本です。
お ち まさ はる

　昭和62年佐賀医科大学を卒業後、福岡県北九州市の大手町病院に勤務し、内

科全般・救急医療・ＩＣＵ・循環器・心臓血管外科診療に従事していました。

また、当初から医療を通じての社会貢献、国際貢献を目標に掲げて医療活動を

続けており、世界各地の僻地診療施設を訪問してボランティア活動を行った経

験もあります。

　生来寒い地方に住むのが好きで、平成９年から道内の民間病院や国保病院に

勤務していました。その後平成16年10月から国立極地研究所に入所して、第46

次日本南極地域観測隊の医療・医学研究担当として昭和基地・ドームふじ基地

にて各種観測と診療を行いました。ドームふじ基地の平均気温は－55度でし

たので、真冬の和寒を訪問した時はとても暖かく感じました。

　着任に当たって私なりに考えていることが何点かあります。

①　常に最新の医療・医学知識の習得に励み、町民の皆さまに良質の医療を提供する。

②　開かれた医療活動を実施し、皆さまとともによりよい病院づくりを目指していく。

③　将来、誰もがこの町に住んでいてよかったと思えるような医療環境を構築する。

　以上のことを常に念頭に置き、地域医療の充実・発展のため努力していきます。

○ 和寒町民４３４５人の心身の健康と安全をサポートする

町立和寒病院の理念・基本方針

理　　　念
　地域住民の皆様に良質な医療を提供し、信頼される病院を目指します。

基本方針
１．優しさと思いやりの気持ちを持ち、患者様の権利を尊重し、プライバシーの遵守に努

めます。

２．安全で安心できる医療を目指し、快適な医療環境づくりに努めます。

３．自己研鑽に励み、知識、技術、医療サ－ビスの向上に努めます。

４．公共性を考慮し、病院経営の効率化に努めます。
　以上の理念、基本方針を掲げ院長を筆頭に職員一同、町民の皆さまに信頼される病院を目指しておりま

す。

　また、看護師部会では看護の専門職として「医療チームの一員として自覚をもち、医療の進歩に伴った

適切な看護が提供できるよう研鑽に努める」ことを基本とし、次の目標を掲げて日々努力をしております。

１．適切な看護をする

２．温かさ・思いやりのある環境で看護する

３．安全に看護をすすめる

４．看護職員の資質の向上を目指す。

こうした中、病院内に設置してある投書

箱に『みんな親切でやさしくて感謝して

おります』と投函がありました。

このお手紙を励みに職員一同「がんばり

ます！！」


